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ヨハネの黙示録 4 章 6 節 b～11 節 この玉座の中央とその周りに四つの生き物がいた 

が、前にも後ろにも一面に目があった。第一の生き物は獅子のようであり、第二の生き物

は若い雄牛のようで、第三の生き物は人間のような顔を持ち、第四の生き物は空を飛ぶ鷲

のようであった。この四つの生き物には、それぞれ六つの翼があり、その周りにも内側に

も、一面に目があった。彼らは、昼も夜も絶え間なく言い続けた。「聖なるかな、聖なる

かな、聖なるかな、／全能者である神、主、／かつておられ、今おられ、やがて来られる

方。」玉座に座っておられ、世々限りなく生きておられる方に、これらの生き物が、栄光

と誉れをたたえて感謝をささげると、二十四人の長老は、玉座に着いておられる方の前に

ひれ伏して、世々限りなく生きておられる方を礼拝し、自分たちの冠を玉座の前に投げ出

して言った。「主よ、わたしたちの神よ、／あなたこそ、／栄光と誉れと力とを受けるに

ふさわしい方。あなたは万物を造られ、／御心によって万物は存在し、／また創造された

からです。」 

 

著者ヨハネは、キリストから「ここへ上って来い。この後必ず起こることをあなたに示 

そう」と語りかけられた。その声を聞いた時、たちまち“霊”に満たされ、天の玉座が見

えた。ヨハネは「黙示」として、見たこと、すべてを伝えたのである。玉座の上に座って

いる神は、碧玉や赤めのうのようで、周りはエメラルドのような虹が輝いていた。また、

玉座の周りに二十四の座があって、白い衣を着て、頭に金の冠をかぶった、天使に勝る二

十四人の長老たちが座っていた。また、玉座からは稲妻が走り、雷鳴が轟いていた。神顕

現、超越性を示す七つのともし火、七つの霊、ガラスの海があった。眩く輝く光景である

が、ヨハネは、上記のような力と栄光に満ちた天上の輝きを見せられたのである。 

この玉座の中央とその周りに、前にも後にも一面に目を持つ四つの生き物がいた。「第 

一の生き物は獅子のようであり、第二の生き物は若い雄牛のようで、第三の生き物は人間

のような顔を持ち、第四の生き物は空を飛ぶ鷲のようであった。」獅子、雄牛、人、鷲の

ような四つの生き物は、それぞれ六つの翼があり、その周りにも内側にも、一面に目があ

った。自由に飛び交う翼を持ち、周りをくまなく見ることができるように体全身に目をつ

けていたという。預言者エゼキエルが主の栄光の幻を見た時の生き物に似ている。彼らは、

昼も夜も絶え間なく、「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、／全能者である神、主、

／かつておられ、今おられ、やがて来られる方」と神を賛美していた。玉座に座っておら

れ、世々限りなく生きておられる神に、これらの生き物が、栄光と誉れを称え、感謝を捧

げていた。すると、二十四人の長老たちはひれ伏し、自分たちの冠を玉座の前に投げ出し

た。「主よ、わたしたちの神よ、／あなたこそ、／栄光と誉れと力とを受けるにふさわし

い方。あなたは万物を造られ、／御心によって万物は存在し、／また創造されたからです」

と礼拝し、賛美した。万物は神の御心によって創造され、存在している。神からいただい

た勝利の冠も神賛美には不要であると投げ出し、創造主なる神こそが栄光と誉れと力を受

けるに相応しいと褒め称えている。ヨハネが天上で見せられた礼拝は、創造主であり、全

能者であり、永遠に生きておられる神を、天使たちと長老たちが声の限りに賛美している

荘厳な礼拝であった。迫害に苦しむ彼らにとって、自分たちのキリスト礼拝が天上のこの

礼拝と結び合っていることに、何より力づけられた。 


